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６
月
11
日
、
岩
見

沢
市
民
会
館
に
お
い

て
、「
安
全
保
障
関
連

法
（
戦
争
法
）
の
廃

止
を
求
め
る
南
空
知

集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

約
２
５
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 

こ
の
集
会
は
、
戦

争
法
の
廃
止
を
願
う

一
致
点
で
、
南
空
知

地
域
の
団
体
・
個
人

に
よ
る
共
同
の
取
り

組
み
と
し
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。 

 

同
実
行
委
員
会

は
、
平
和
運
動
フ
ォ

ー
ラ
ム
空
知
地
域
協

議
会
、
南
空
知
憲
法

共
同
セ
ン
タ
ー
、
憲

法
を
語
ろ
う
会
、
南

空
知
退
職
教
職
員
協

議
会
、
日
本
キ
リ
ス

ト
教
団
岩
見
沢
教
会
、

同
美
唄
教
会
、
岩
見

沢
９
条
の
会
、
Ｊ
Ｒ

総
連
岩
見
沢
支
部
な

ど
、
市
民
団
体
・
労

働

組

合

な

ど

10

団

体
で
構
成
さ
れ
、
連

合
空
知
地
域
協
議
会

と
岩
見
沢
労
働
組
合

総
連
合
が
協

賛
団
体
に
な

り
ま
し
た
。 

 

集
会
で
は
、

小
樽
商
大
名

誉
教
授
・
戦

争
を
さ
せ
な

い
北
海
道
委

員
会
呼
び
か

け
人
で
あ
る

結
城
洋
一
郎

氏
が
「
戦
争

法
制
撤
廃
と

改
憲
阻
止
に

向
け
て
」
と

題
し
て
講
演
し
、
自
民

党

の

改

憲

草

案

が

「

国

民

を

縛

る

も

の
」
で
あ
る
こ
と
を

解
き
明
か
し
ま
し
た
。 

 

参
議
員
選
挙
で
改

憲
勢
力
の
議
席
を
減

ら
す
こ
と
を
訴
え
、

ま
た
衆
議
院
選
挙
小

選
挙
区
で
勝
利
す
る

展
望
に
も
言
及
し
て

講
演
を
結
び
ま
し
た
。 

 

民
進
党
の
神
谷
裕

十
区
総
支
部
代
表
、
共

産
党
の
上
田
久
司
南

空
知
地
区
委
員
長
、

社
民
党
の
浅
野
隆
雄

北
海
道
副
代
表
３
氏

が
挨
拶
し
、「
戦
争
法

廃
止
」
と
「
参
院
選

で
の
改
憲
議
席
減
」
、

「
安
倍
政
権
打
倒
」

な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。 

終
了
後
、
Ｊ
Ｒ
岩

見
沢
駅
前
ま
で
、
デ

モ
行
進
で
街
頭
か
ら

ア
ピ
ー
ル
ま
し
た
。 

デ
モ
先
頭
の
宣
伝
カ

ー
は
、「
選
挙
に
行
き
ま

し
ょ
う
、
安
倍
政
権
を

退
陣
さ
せ
ま
し
ょ
う
」

と
、
同
集
会
実
行
委
員

会
で
協
議
し
た
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
市
民

に
訴
え
ま
し
た
。  

生
ま
れ
て
初
め
て
デ

モ
に
参
加
し
、
慣
れ
な

い
な
が
ら
ハ
ン
ド
マ
イ

ク
で
コ
ー
ル
し
た
、
労

組
青
年
部
の
若
者
の
活

躍
も
あ
り
ま
し
た
。 

ド
ラ
ム
を
た
た
き
リ

ズ
ム
を
と
っ
て
、「
戦

争
放
棄
を
誓
っ
た
は

ず
だ
」「
ち
ゃ

ん
と
選
ん
で

投
票
に
行
こ

う
よ
」
な
ど
、

力
い
っ
ぱ
い

コ
ー
ル
し
て

ア
ピ
ー
ル
す

る
高
校
生
等

も
参
加
し
、

沿
道
の
市
民

の
注
目
を
集

め
て
い
ま
し

た
。
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ガ
ス
・
炭
塵
爆
発
の
も
の
す
ご
さ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

空
前
の
出
来
事
、
若
鍋
坑 

炭
鉱
事
故
史
の
第
三
位
に
並
ぶ
若
鍋
坑
ガ
ス
爆
発
の 

す
ご
さ
は
、
記
録
に
よ
る
と
、 

 

「
西
一
番
坑
道
の
坑
口
か
ら
吹
き
出
し
た
炎
は
、
一 

〇
数
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
巻
揚
機
を
焼
き
、
風
圧
で
輸
車 

路
を
四
〇
㍍
吹
き
飛
ば
し
た
と
い
う
激
し
さ
で
、
つ
ぎ 

つ
ぎ
と
炭
塵
爆
発
を
誘
発
」
し
て
い
き
ま
し
た
。 

犠
牲
に
な
っ
た
四
二
三
名
の
な
か
に
は
、
女
坑
夫

40

人
、
未
成
年
の
坑
夫
57
人
が
含
ま
れ
て
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
人
命
よ
り
も
坑
道
維
持
を
優
先 
 

更
に
四
日
後
の
一
二
月
二
日
午
後
九
時
に
な
っ
て
、
坑
口
か
ら
約
三
千
尺
の

と
こ
ろ
で
火
災
が
起
き
、
犠
牲
者
の
三
分
の
二
を
残
し
た
ま
ま
密
閉
・
水
没
さ

せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

同
じ
手
口
は
、
北
上
坑
（
北
炭
・
第
二
斜
坑
）
の
時
も
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 

 
 

 
 

 

残
酷
・
北
上
坑 

北
上
坑
は
、
一
九
〇
五
年
一
月
に

3
6

名
、
一
九
一
二
年
四
月
に
二
六
六
名
、

同
年
十
二
月
に
二
三
三
名
、
一
九
一
三
年
一
月
に

4
9

名
と
、
合
わ
せ
て
五
八

四
名
の
死
亡
犠
牲
者
を
出
し
た
ヤ
マ
で
す
が
、
特
に
一
九
二
〇
年
六
月
の
ガ

ス
・
炭
塵
爆
発
二
〇
九
名
の
犠
牲
は
激
し
い
も
の
で
し
た
。
（
前
記
） 

「
午
後
４
時
５
０
分
、
坑
口
か
ら
二
キ
ロ
先
の
市
街
地
は
お
ろ
か
四
キ
ロ
離

れ
た
鹿
ノ
谷
駅
ま
で
爆
発
音
が
と
ど
ろ
き
、
錦
＊
（
坑
口
の
向
い
側
に
位
置
す

る
居
住
地
域
）
ま
で
ト
ロ
ッ
コ
の
破
片
や
黒
こ
げ
の
支
柱
材
が
飛
び
、
坑
口
付

近
の
輸
車
路
が
一
〇
㍍
ほ
ど
跡
か
た
も
な
か
っ
た
。 

そ
し
て
坑
口
の
近
く
で
作
業
中
だ
っ
た
坑
外
作
業
員
７
人
も
、
吹
き
出
し
た

圧
風
と
熱
で
重
傷
を
負
い
、
内
３
人
は
そ
の
夜
病
院
で
死
亡
し
た
。
」 

そ
し
て
、
坑
内
に
残
る
二
百
余
名
の
坑
夫
た
ち
の
脱
出
・
救
出
を
待
た
ず
、

坑
口
を
密
閉
し
坑
道
を
守
る
の
で
す
。 

人
命
よ
り
も
坑
道
維
持
を
優
先
し
て
、
人
間
の
尊
厳
な
ど
一
切
無
視

さ
れ

た
の
で
す
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くずさんの 

夕張歴史散歩（50） 

6
月

16
日
、
全
日
本
年

金
者
組
合
夕
張
支
部
は
第

29
回
定
期
大
会
を
、
新
篠

津
温
泉
た
っ
ぷ
の
湯
で
開

催
し
ま
し
た
。 

運
動
方
針
で
、
昨
年

9

月
の
戦
争
法
強
行
採
決
以

来
、
全
国
で
沸
き
起
こ
っ

た
野
党
共
闘
を
求
め
る
国

民
運
動
が
か
つ
て
な
い
大

き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
ふ
ま
え
、

7
月

の
参
院
選
挙
で
勝
利
し
自

公
政
権
に
退
陣
を
求
め
よ

う
と
確
認
し
ま
し
た
。 

こ
の
他
、
予
算
案
を
確

認
し
、
執
行
部
に
田
代
委

員
長
は
じ
め
旧
執
行
部
を

再
選
し
終
了
し
ま
し
た
。 

議
会
開
催
中
の
た
め
参

加
出
来
な
い
く
ま
が
い
市

議
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

紙
智
子
「
こ
っ
か
い
か
け
あ
る
記
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

参
議
院
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

紙 

智 

子 
  
 

野
党
と
市
民
の
共
同
で
政
治
を
変
え
よ
う 

  

気
温
が
三
〇
度
を
越
え
た
六
月
中
旬
、
秋
田
県
で
も
野
党
統
一
候

補
が
決
ま
り
「
あ
き
た
立
憲
ネ
ッ
ト
」
と
政
党
の
四
者
が
主
催
し
た

「
六
・
一
九
あ
き
た
総
決
起
集
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
か
ら
は
私
が
、
民
進
党
は
山
尾
し
お
り
政
調
会
長
、
生
活
の
党
は

山
本
太
郎
参
院
議
員
、
社
民
党
は
県
会
議
員
、
秋
田
出
身
の
民
進
党

の
寺
田
す
け
し
ろ
参
院
議
員
（
も
と
秋
田
知
事
）
、
そ
し
て
シ
ー
ル

ズ
の
諏
訪
原
健
さ
ん
ら
が
勢
ぞ
ろ
い
。 

 

Ｊ
Ａ
秋
田
駅
前
の
ア
ゴ
ラ
広
場
は
、
お
お
ぜ
い
の
参
加
者
で
あ
ふ

れ
、
さ
ら
に
熱
気
で
気
温
が
上
昇
。
壇
上
に
立
っ
た
野
党
統
一
候
補

は
、
「
統
一
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
、
統
一
の
一
番
の
功
労
者

は
、
共
産
党
の
候
補
者
で
す
」
と
比
例
候
補
に
ま
わ
っ
た
日
本
共
産

党
の
女
性
候
補
を
紹
介
し
ま
し
た
。
あ
た
た
か
い
拍
手
が
沸
き
起
こ

る
と
、
す
か
さ
ず
寺
田
す
け
し
ろ
参
院
議
員
は
、
席
を
立
っ
て
自
分

の
席
を
女
性
候
補
者
に
譲
る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

野
党
統
一
候
補
は
、
野
党
統
一
の
力
で
安
倍
自
公
政
権
に
勝
ち
ぬ

く
選
挙
だ
と
強
調
し
、
北
海
道
五
区
補
欠
選
挙
の
よ
う
に
、
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
選
挙
と
し
て
た
た
か
っ
て
ほ
し
い
。
負
け
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。
秋
田
を
含
む
東
北
五
県
で
農

協
系
団
体
は
自
民
党
を
推
薦
せ
ず
自
主
投
票
を
決
定
し
ま
し
た
。
安

倍
晋
三
首
相
は
遊
説
先
に
東
北
を
選
び
「
秋
田
の
お
い
し
い
米
の
輸

出
戦
略
で
農
家
の
所
得
を
上
げ
る
」
と
訴
え
た
そ
う
で
す
が
、
野
党

と
市
民
の
動
き
に
お
の
の
い
て
い
る
表
れ
で
す
。 

 
五
区
補
欠
選
挙
で
弾
み
を
つ
け
た
北
海
道
で
こ
そ
、
野
党
と
市
民

の
共
同
で
政
治
を
変
え
、
日
本
を
変
え
る
闘
い
に
、
い
ざ
！ 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


